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ス
ウ

ェ
ー
デ
ン
に
お
け
る
分
権
の
新
展
開

1

社
会
サ
ー
ビ
ス
提
供
主
体
の
多
元
化
の
意
味

1

太
田

美
帆

〈要

旨
〉

な
ぜ

ス
ウ

ェ
薄

デ
ン
で
は

一
九
九

〇
年
代

に
分
権

が
進

ん
だ

の
で
あ

ろ
う

か
。

入
ウ

ェ
ー

デ
ン
は
他

の
先
進

諸
国
と

同
様

、
ラ
イ

フ
ス
タ
イ

ル
の
多
様
化

や
そ
れ

に
伴
う
サ

ー
ビ

ス
要
求

の
多
様
化

が
進
む

一
方

で
、
そ
れ

に
対
応
で
き

な

い
行

政

の
硬
直
的

で
非

効

率
な
側
面
や
、
そ
の
結

果
生
じ
る
財
政
危
機
が
問
題
と
な

っ
て

い
る
。

だ
が

ス
ウ

ェ
ー
デ

ン
で
分
権
が
進

展
し
た
理
由
は

そ
れ
だ
け
な

の
だ

ろ
う

か
。

本
論

文

で
は
社
会

サ
ー
ビ

ス
分
野

の
分
権

を
宀
福
祉

の
.担

い
手
と

し
て
近
年

注
目
さ
れ

て
い

る
協

同
組
合

に
注

目
し
て
考

察
す

る
。

考
察

の
過
程

で
は
、
行

政

の
論
理
と

市
民

の
論

理
の
乖

離
を
指
摘
す

る
中
で
、
分
権

が
不
可
避

な
も

の
で
あ

る
こ
と
を

示
す
。
そ

の
後

、
分
権
社
会

に
お
け
る
サ
ー
ビ

ス
提

供

の
試

み
を

考
察
す

る
中

で
、
第

二
次
世
界
大
戦
後

の
ス
ウ

ェ
ー
デ
ン
福

祉
国
家
を
支

「え

て
き
た

経
済
政
策

の
中

で
大
き

な
自
治
体
間
格
差

が
引
き
起

こ
さ
れ
て

い
た

こ
と
を

指

摘
す

る
。

最
後

に
本

論
文
を
通

し
て
、
福
祉

国
家

の
特
性
を
考
え

る
際

に
、
地
方
か

ら
制

度
を

考

察
す

る
視
点

の
重
要
性
を
提
起

し
た

い
。

キ

ー
ワ
ー
ド

ス
ウ

ェ
ー
デ

ン
福
祉
国
家
、
分
権
、
協

同
組
合

、
福
祉

の
担

い
手
、

自
治
体
間
格
差
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は

じ
め
に

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
多
様
化
や
そ
れ
に
伴
う
社
会
サ
ー
ビ
ス
へ
の
要
求
の
多

様
化
が
進
む

一
方
で
、
そ
れ
に
対
応

で
き
な

い
行
政
の
硬
直
的
で
非
効
率
な
側

面
や
、
そ
の
結
果
生
じ
る
財
政
危
機

が
先
進
諸
国
で
問
題
と
な

っ
て
久
し
い
。

こ
れ
ら
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め

一
九
八
○
年
代
以
降
の
先
進
諸
国
は
、
新
自

由
主
義
的
要
素
を
何
ら
か
の
形
で
新

た
に
制
度
に
組
み
込
む
こ
と
に
よ

っ
て
福

祉
国
家
を
再
編
し
た
。
従

っ
℃
分
権

と
は
、
多
ぐ
を
抱
え
込
み
過
ぎ
、
機
能
不

全
に
陥

っ
た
国
家
に
と

っ
て
、
そ
の
機
能
を
回
復
す
る
手
段
の

一
つ
で
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
。
だ
が
同
時
に
入
々
に
と

っ
て
は
分
権
の
進
展
は
生
活
の
質
の
変

化
を
引
き
起
こ
す
要
因
で
あ
り
得
る
。

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
も

一
九
九
〇
年

代
に
分
権
化
に
弾
み
が
つ
い
た
。
他
の
先

進
諸
国
と
同
様
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
も
そ
の
き

っ
か
け
は
選
択
の
自
由
や
コ
ス

ト
削
減

へ
の
要
求
の
高
衷
り
で
あ

っ
た
が
、
結
果
と
し
て
分
権
は
単
な
る
コ
ス

ト
削
減
手
段
に
終
わ
ら
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
普

遍
主
義

・
平
等
主

義
と
新
自
由
主
義
的
価
値
観
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
る
た
め
に
ス
ウ

ェ
ー
デ
ン
福
祉

国
家
が
進
め
て
き
た
分
権
の
特
色
を
明
ら
か
に
す
る
。
分
権
の
進
展
に
伴
う

.
人
々
の
ラ
イ
フ
チ
ャ
ン
ス
の
変
化
を
考
察
す
る
こ
と
を
通
し
て
ス
ウ

ェ
ー
デ
ン

福
祉
国
家
に
お
け
る
分
権
の
進
展
が
持

つ
意
味
を
考

尺
た
い
。

1

ス
ウ

エ
ー
デ
ン
の
地
方
分
権

の
展
開
ど
社
会
サ
ー
ビ
ス
提
供

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
地
方
自
治
体
は

、・
一
九
四
八
年
に
国
の
承
認
の
要
件
が
緩

和
さ
れ
て
権
限
が
拡
大
し
た
〔、ξ

政
府
は
各
自
治
体
の
政
策
立
案
能
力
と
政
策

遂
行
能
力
を
高
め
る
た
め
、
中
世
か
ら
続
く
教
区
が
基
礎
と
な

っ
て
い
た
当
時

の
地
方
自
治
体
を
、
小
規
模
自
治
体
を
中
心
に
再
編
し
た
。
そ
し
て
そ
の
結
果
、

一
入
六
二
年
か
ら

一
九
五

一
年
ま
で
の
間
は
約
二
五
〇
〇
あ

っ
た
自
治
体
数
は
、

一
九
七
四
年
に
は
二
七
八
に
ま
で
減
少
し
、
二
〇
〇

一
年
現
在
、
二
入
九
で
あ

る
。一

九
五
〇
年
代
半
ば
以
降
、
地
方
自
治
体
合
併
で
掲
げ
ち
れ
た
目
的
を
達
成

す
る
た
め
、
そ
れ
ま
で
中
央
政
府
が
担

っ
て
き
た
公
的
事
業
に
対
す
る
事
務
責

任
は
福
祉
や
教
育
な
ど
社
会
サ
ー
ビ
ス
分
野
を
中
心
に
地
方
自
治
体

へ
と
徐
々

に
移
譲
さ
れ
た
。
だ
が
分
権
の
受
け
皿
を
形
成
す
る
た
め
に
行
わ
れ
た
自
治
体

合
併
は
、
そ
れ
に
よ

っ
て
影
響
を
受
け
た
大
部
分
の
小
規
模
自
治
体
の
住
民
に

と

っ
て
分
権
で
は
な
く
集
権
を
意
味
し
た
た
め
、

一
九
六
〇
年
代
に
億
、
地
方

自
治
体
合
併
に
よ

っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
地
域
民
主
主
義
の
後
退
が
論
議
を
呼
び

始
め
た
。
そ
う
し
た
議
論
を
受
け
て

一
九
七
七
年
に
制
定
さ
れ
た
地
方
自
治
法

で
は
地
方
政
治

へ
の
住
民
の
意
思
の
反
映
が
求
め
ら
れ

(グ
ス
タ
フ
ソ
ン
、
二

〇
〇
〇
、
七
六
i
入
○
頁
)、
そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
、

一
九
九

一
年
か
ら

一
九

九
六
年
に
か
け
て
行
わ
れ
た

一
連
の
地
方
自
治
法
改
正
で
は
地
方
自
治
体
の
財

政
的
自
立
が
急
速
に
進
め
ら
れ
た

(藤
岡
、
二
〇
〇

一
、

一
入
三
-
一
九
五

頁
)。以

上
の
概
略
を
踏
ま
え
、
社
会
サ
ー
ビ
ス
提
供
ど

い
う
観
点
か
ら
地
方
自
治

体
の
役
割
を
特
徴
づ
け
る
こ
と
を
通
七
て
、
ス
ウ

ェ
ー
デ
ン
に
お
け
る
地
方
分
」

権
の
展
開
を
考
察
し
た
い
。
ま
ず

一
九
五
〇
年
代
、

一
九
六
〇
年
代
は
、
国
の

基
準
に
基
づ
く
均

一
な
サ
ー
ビ
ス
を
居
住
地
が
ど
こ
で
あ
れ
受
け
取
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、
分
配
主
体
と
し
て
の
地
方
自
治
体
の
能
力
を
高
め
る
た
め
に
分
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権
化
が
進
め
ら
れ
た
。

.分
権
が
進
め
ら
れ
た
結
果
、

一
九
七
〇
年
代
、

一
九
八
○
年
代
の
問
、
社
会

サ
ー
ビ
ス
の
供
給
や
住
民
に
と

っ
て

の
利
用
し
や
す
さ
、
そ
し
て
質
に
関
す
る

自
治
体
問
格
差
ば
全
体
的
に
減
少
傾
向
に
あ

っ
た
。
こ
れ
は
保
育
、
老
人
ケ
ア
、

障
害
者
ケ
ア
、
薬
物
乱
用
者
ケ
ア
な
ど
様

々
な
分
野
で
報
告
さ
れ
て
い
る
。

一

方
で
保
育
、
老
人
ケ
ア
、
文
化
事
業

な
ど
で
は
、
.住
民
数
に
応
じ
て
予
算
が
計

上
さ
れ
る
の
と
関
連
し
て
、
事
業
規
模
や
事
業

で
カ
バ
ー
さ
れ
る
領
域
の
多
様

性
も
減
少
し
た
と

い
う

(切
Φ
お
ヨ
o
蒔

卜。
O
O
一
"
ミ
)。
例
え
ば
保
育
分
野
で
は
、

一
九
七
〇
年
代
ま
で
は
量
的
平
等
、

つ
ま
り
十
分
な
保
育
定
員

の
提
供
が
問
題

で
あ

っ
た
が
、

一
九
八
○
年
代
以
降
は
質
的
平
等
を
保
障
す
る
こ
と
が
目
指
さ

れ
、
結
果
と
し
て
職
員
数
や
保
育
集
団
規
模
、
職
員
の
教
育
レ
ベ
ル
、
親
が
支

払
う
料
金
な
ど
の
地
域
格
差
が
狭
ま
り
、
相
対
的
に
同
質
性
の
高
い
保
育
が
形

成
さ
れ
た
と
い
う

(しd
興
αQρ
≦
ωけ
律

乞
吾
奠
σq
糟
b。O
O
一"
b。
刈①
)。

ま
た
質
的
の
み
な
ら
.ず
、
量
的
に
も
変
化
し
た
。
住
民
の
公
的
補
償
は
ス
ウ

ェ
L
デ
ン
の
社
会
サ
ー
ビ
ス
支
出
の
対
国
内
総
生
産
比
が
イ
ギ
リ
ス
、
ド
イ
ツ
、

フ
ラ
ン
ス
を
抜
い
た
の
は

一
九
五
三
年
で
あ
る
。
ま
た
社
会
保
障
関
係
支
出
の

対
国
内
総
生
産
比
が
こ
れ
ら
三
国
を
抜

い
た
の
は

一
九
六
九
年
に
な

っ
て
か
ら

で
あ
る
。
だ
が
そ
の
後
、

一
九
七
〇
年
代
半
ば
に
は
社
会
サ
ー
ビ
ス
支
出
も
社

会
保
障
関
係
支
出
も
共
に
対
国
内
総
生
産
比
で
三
〇
パ
ー
セ
ン
ト
に
達
し

(武

川
、

一
九
九
九
、
六

一
-
六
七
頁
)、
社
会
保
障
支
出
の
家
計

へ
の
移
転

(対
国

内
総
生
産
比
)
も
、

一
九
七
〇
年
に
は

一
〇
パ
ー
セ
ン
ト
.強
で
あ

っ
た
も
の
が
、

一
九
七
〇
年
代
半
ば
か
ら

一
九
入
○
年
代
末
ま
で

一
七
i
一
八
パ
ー
セ
ン
ト
で

ほ
ぼ

一
定
し
て
い
る

(宮
本
、

一
九

九
九
、

一
六

一
頁
)、〔2
v。
だ
が
そ
う
し
た

均

一
な
分
配
を
目
指
す
福
祉
国
家
の
あ
り
方
に
対
す
る
不
満
が

一
九
七
〇
年
代

に
高
ま
り
、
,
一
九
八
○
年
代
以
降
は
社
会
サ
ー
ビ
ス
法

(
一
九
八
○
年
成
立
、

一
九
八
二
年
施
行
)
に
基
づ
く
社
会
サ
ー
ビ
ス
提
供
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な

っ

た
。こ

こ
か
ら
は
、

一
九
七
〇
年
代
半
ば
に
自
治
体
合
併
を
終
え
て
自
治
体
が
サ

ー
ビ
ス
提
供
者
と
な
る
た
め
の
条
件
を
整
え
、
ま
た

一
九
八
○
.年
代
に
は
社
会

サ
ー
ビ
ス
、法
に
基
づ
く
新
た
な
社
会
サ
ー
ビ
ス
提
供
環
境
が
整

っ
た
結
果
、
居

住
他
が
ど
こ
で
あ
れ

一
定
程
度
の
サ
ー
ビ
ス
を
保
証
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
こ

と
が
分
か
る
。
し
か
し
他
方
で
、
ま
だ
多
く
の
自
治
体
で
は
予
算
を
地
域
の
実

情
に
合
わ
せ
て
多
様
に
使
い
こ
な
せ
て
い
な
い
様
子
も
う
か
が
え
る
。

、
杜
会
サ
ー
ビ
ス
法
に
は
第

一
条
に
お
い
て
、
社
会
サ
ー
ビ
ス
法
自
体
は
個
々

人
の
福
祉
を
満
た
す
こ
と
を
目
指
す
も
の
で
あ
る
こ
と
が
記
さ
れ
、
第
二
条
に

お
い
て
、
地
方
自
治
体
が
そ
の
地
域
内
の
社
会
サ
ー
ビ
ス
に
対
し
責
任
を
負
う

こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
だ
が
、
実
際
に
は
個
々
人
の
こ
ー
ズ
を
満
た
す
と

い
う
側
面
よ
り
も
配
分
さ
れ
た
予
算
に
基
づ

い
て
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
る

側
面
が
強
く
、
こ
の
時
点
で
は
ま
だ

「国
の
法
律
を
地
域
の
状
況
に
合
わ
せ
る

た
め

の
よ
ゆ
大

き

な

可
能
性

を
後

者

[自

治

体

]
に
与
え

る
た

め

に
」

(bd
Φ
饋
ρ
≦
ω冖
俸
Z
吾
Φお
℃
b。8
け
N
謹
、
カ
ッ
コ
内
の
表
記
は
筆
者
に
よ
る
)
国

と
自
治
体
の
役
割
分
担
を
新
た
に
作
り
始
め
た
段
階
に
と
ど
ま

っ
て
い
る
と
言

え
よ
う
。

社
会
サ
ー
ビ
ス
法
は
、
地
方
自
治
体
が
人
々
の
生
活
上
の
諸
条
件
の
平
等
や

自
己
決
定
権
を
尊
重
し
つ
つ
、
自
治
体
内
の
住
民
が
必
要
と
す
る
扶
助
や
援
助

を
与
え
る
責
務
を
地
方
自
治
体
が
負
う
こ
と
を
定
め
た
枠
組
法
と
い
う
性
質
を

スウェーデ ンにおけ る分権 の新展 開267



持

つ
。
枠
組
法
で
あ
る
と
は
、
こ
の
場
合
、
従
来
の
よ
う
に
国
が
各
自
治
体
の

提
供
す
る
社
会
サ
ー
ビ

ス
の
内
容
そ
れ
自
体
を
規
定
す
る
の
で
は
な
く
、
社
会

サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
責
任
を
自
治
体

が
負
う
点
を
明
示
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

一
九
八
○
年
の
社
会
サ
ー
ビ
ス
法

に
お
い
て
、
児
童

・
青
少
年
、
高
齢
者
、
障

害
者
、
ア
ル
コ
ー
ル
及
び
薬
物
中
毒

者
な
ど
に
対
す
る
ケ
ア
や
社
会
扶
助
な
ど

を
担
当
す
る
社
会
委
員
会
を
議
会
に
そ
れ
ぞ
れ
設
置
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら

れ
、
こ
れ
ら
社
会
サ
ー
ビ
ス
が
社
会
委
員
会
の
責
任
の
下
で
行
わ
れ
る
こ
と
が

定
め
ら
れ
た
。
従

っ
て
し
ば
し
ば
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、

一
九
八
○
年
代
以
降

は
社
会
サ
ー
ビ
ス
提
供
の
責
任
主
体
と
し
て
の
自
治
体
の
能
力
が
重
視
さ
れ
た

と
言
え
る
。

だ
が
そ
う
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず

そ
の
後
、

一
九
九

一
年
地
方
自
治
法
改
正

に
よ

っ
て
、
地
方
自
治
体
は
個
別
法

豆

に
よ

っ
て
規
定
さ
れ
て
い
る
も
の
も
含

め
、
必
要
事
項
を
全
て
地
方
自
治

の
原
則
に
則

っ
て
扱
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い

之
さ
れ
る
な
ど

(グ
ス
タ
フ
ソ
ン
、
二
〇
〇
〇
、

一
六
頁
)
、
「改
め
て
地
方
自
治

が
強
調
さ
れ
た
。
そ
し
て

一
九
九

〇
年
代
の

一
連

の
地
方
自
治
法
改
正
で
は
、

自
治
体

の
サ
ー
ビ
ス
提
供
責
任
に
と
ど
ま
ら
ず
、
自
治
体
の
外
部
委
託
事
業
に

対
す
る
評
価

・
監
督
責
任

(グ
ス
タ
フ
ソ
ン
、
二
〇
〇
〇
、
齟八
五
頁
)
に
ま
で

言
及
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
位
ま
た
前
出
の
社
会
委
員
会
が

一
九
九
二
年
の
地

方
自
治
法
改
正
に
伴

っ
て
設
置
義
務
は
な
く
な
り
、
社
会
サ
ー
ビ
ス
分
野
に
お

け
る
自
治
体

の
裁
量
は
よ
り
高
ま

っ
た
。
実
際
、

一
九
九
三
年
か
ら

一
九
九
四

年
に
か
け
て
自
治
体
ご
と
に
高
齢
者
ケ
ア
体
制
の
独
自
性
が
急
速
に
高
ま

っ
た

と

い
う
研
究
結
果
も
あ
る

(切
Φ
『ゆq
ヨ
9同貯
bO
OO
一"虧
刈
-癖
Qo)。
従

っ
て

一
九
九
〇
年

代
に
地
方
自
治
体
は
社
会
サ
ー
ビ

ス
提
供
の
責
任
主
体
上
し
て
の
能
力
を
よ
り

拡
充
し
た
と
言
え
る
。
だ
が
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
拡
充
が
必
要
と
な

っ
た
の
だ
ろ

う
か
と
い
う
疑
問
が
生
じ
る
。
こ
の
問
い
は
本
稿
の
考
察
を
続
け
る
中
で
明
ら

か
に
し
た
い
。

こ
こ
で
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
自
治
体
に
期
待
さ
れ
た
能
力
に
つ
い
て
確
認
し

て
お
き
た
い
。
従
来
、
社
会
サ
ー
ビ
ス
法
に
よ
り
自
治
体
が
社
会
サ
ー
ビ
ス
提

供
に
責
任
を
負
う
と

い
う
点
が
強
調
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
責
任
主
体
と
し

て
の
龍
力
拡
充
と
い
う

}
九
九
〇
年
代
の
自
治
体
の
経
験
を
踏
ま
え
て

一
九
八

○
年
代
に
自
治
体
に
求
め
ら
れ
た
能
力
に
つ
い
て
考
え
る
と
、
社
会
サ
ー
ビ
ス

法
に
基
づ
く

一
九
八
○
年
代
の

「社
会
サ
ー
ビ
ス
提
供
の
責
任
主
体
」
と
し
て

の
自
治
体
は
、
実
は
ま
だ

「責
任
主
体
」
と

い
う
よ
り
は

「提
供
主
体
」
と
し

て
の
色
彩
が
強
か

っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
従

っ
て
、

一
九
八
○
年
代
の
地
方
自

治
体
は

「社
会
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
主
体
」
と
表
現
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
だ
が

同
時
に
、
社
会
サ
ー
ゼ
ス
法
に
基
づ

い
て
行
わ
れ
た

一
九
八
○
年
代
の
社
会
サ

ー
ビ
ス
提
供
は
、
各
自
治
体
が
社
会
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
と

い
う
前
提
の
下

で
は
最
も
住
民
の
ニ
ー
ズ
を
反
映
で
き
る
提
供
方
法
、

い
わ
ば
公
的
セ
ク
タ
ー

に
よ
る

一
元
的
な
サ
ー
ビ

ス
提
供
の
究
極
的
形
態
の

一
つ
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

る
。以

上
の
こ
と
か
ら
、
福
祉
国
家
制
度

へ
」の
支
持
獲
得
手
段
で
あ
り
福
祉
国
家

制
度
の
再
編
結
果
と
し
て
現
れ
た
地
方
分
権
は
、
公
共
セ
ク
タ
ー
内

で
の
分
権

と
サ
ー
ビ
ス
提
供
主
体
の
多
元
化
を
も
含
め
た
分
権
と
い
う
二
層
構
造
と
な

っ

て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
そ
し
て
ス
ウ

ェ
ー
デ
ン
福
祉
国
家
は

一
九
五
〇
年
代

か
ら

一
九
入
○
年
代
ま
で
v
公
的
セ
ク
タ
ー
内
で
の
地
方
分
権
を
進
め
る
こ
と

を
通
し
て
人
々
の
二
ー
ズ
に
合

っ
た
サ
ー
ビ
ス
提
供
を
試
み
、
そ
し
て

一
九
九
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、



○
年
代
か
ら
は
、
非
公
式
セ
ク
タ
ー
に
属
す
る
ア
ク
タ
ー
の
参
加
に
制
度
が
開

か
れ
た
と
言
え
る
(ε
。

2

社
会
サ
ー
ビ
ス
の
共
同
生
産
者
と
し
て
の
市
民
の
登
場

一
九
九
〇
年
代
に
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
大
き
な
流
れ
と
な

っ
た
社
会
サ
ー
ビ
ス

提
供
主
体
の
多
元
化
を
、
福
祉
ミ
ッ
ク
ス
と
い
う
世
界
的
潮
流
を
考
慮
に
入
れ

な
が
ら
、
福
祉
国
家
論
に
組
み
込
ん
だ
理
論
家
と
し
て
ペ
ス
ト

フ
が
挙
げ
ら
れ

る
。
彼
の
特
徴
は
、

マ
ク
ロ
な
福
祉

国
家
再
編
論
に
サ
ー
ビ
ス
提
供
.者
自
身
の

労
働
生
活
の
充
実
と

い
う
ミ
ク
ロ
な
観
点
を
組
み
込
み
、
そ
の
ミ
ク
ロ
な
部
分

の
意
義
を
強
調
し
た
点
で
あ
ろ
う
。
彼
が
ス
ウ

ェ
ー
デ
ン
の
事
例
に
基
づ
い
.て

提
起
し
た
の
は
、
ボ
ラ
ン
タ
リ
i
組
織
や
協
同
組
合
な
ど
社
会
的
企
業

(。・Oo
一巴

①
巳
2
買
一ω①
)
に
よ

っ
て
社
会
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
さ
れ
る
参
加
型
福
祉
社
会
モ

デ
ル
で
あ
る

(ペ
ス
ト
フ
、
二
〇
〇
〇
)
。

.
ペ
ス
ト

フ
に
よ
る
と
、・参
加
型
福
祉
社
会

モ
デ
ル
が
成
り
立

つ
た
め
に
ば
、

パ
ッ
ト
ナ
ム
の
社
会
資
本

(。・o
o巨

8
官
琶

)
と
関
連
性
が
高

い
市
民
民
主
主

義
と
い
う
概
念
の
発
展
が
必
要
で
あ

る
と

い
う

(ペ
ス
ト
フ
、
二
〇
〇
〇
、
二

六
頁
)。
パ
ッ
ト
ナ
ム
の
社
会
資
本
ば
、
端
的
に
は
、
あ
る
社
会
に
お
い
て
民
主

主
義
を
機
能
さ
せ
る
も
の
で
あ
り
、
具
体
的
に
は
信
頼
や
相
互
扶
助
の
規
範
と

そ
れ
を
体
現
す
る
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
組
織
や
市
民
参
加

、(O
凶く
一〇
Φ
づ
αq簿
ひq
Φ
ヨ
Φ
β
け)

が
挙
げ
ら
れ
る
。
パ
ッ
ト
ナ
ム
の
社
会
資
本
は
公
共
財
と
し
て
の
性
格
が
強
く
、

行
政
と
相
補
的
に
作
用
し
合

っ
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
を
目
指
し
て
い
る

と

い
う
点
で

(℃
⊆
けP
9ヨ

一
Φり
ω
㊤
"
一〇
り
もQσ
"
一り
Φ①
)、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
と
り
わ

け

一
九
入
○
年
代
後
半
以
降
に
盛
ん
に
な

っ
た
協
同
組
合
浩
動
と
共
通
性
が
あ

る
と
考

え
ら
れ
る
。
だ
が
ペ
ス
ト
フ
は
社
会
的
企
業
の
活
動
に
よ
-っ
て
も
た
ら

さ
れ
る
労
働
の
質
の
向
上
や
効
率
性
の
向
上
に
注
目
し
て
い
る
た
め
、
社
会
的

企
業
に
よ
る
社
会
サ
ー
ビ
ス
提
供
を
可
瀧
と
す
る
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
市
民
と
行

政
の
関
係
性
に
つ
い
て
の
老
察
が
不
十
分
で
あ
る
。
筆
者
は
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で

多
元
化
が
進
む
社
会
サ
ー
ビ
ス
提
供
分
野
で
社
会
的
企
業
が
そ
の
担

い
手
と
し

て
有
力
と
な

っ
た
背
景
に
は
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
福
祉
国
家
に
お
い
て
過
去
七
〇

年
間
に
わ
た

っ
て
形
成
さ
れ
て
き
た
行
政
と
市
民
の
独
特
の
相
互
信
頓
関
係
が

あ
る
と
考
え
て
い
る
が
、
こ
の
問
題
に
関
し
て
は
稿
を
改
め
て
論
じ
た
い
。
、

ペ
ス
ト
フ
自
身
は
市
民
民
‡
王
義
の
理
論
的
支
柱
と
し
て
共
同
生
産
者
老

い
、

う
概
念
を
重
視
し
て
い
る
コ
彼
は
、
定
期
的
な
活
動
や
積
極
的
な
活
動
が
な
け

れ
ば
市
民
や
社
会
資
本
や
市
民
民
主
主
義
は
民
主
主
義
や
福
祉
国
家
の
生
き
た

資
源
に
は
な
ら
な
い
と
述
べ

(ペ
ス
ト
フ
、
二
〇
〇
〇
、
三

一
⊥
二
二
頁
)、
ぞ

う
し
た
定
期
的
、
積
極
的
活
動
の
機
会
を
提
供
す
る
も
の
と
し
て
社
会
的
企
業

で
の
活
動
を
挙
げ
る
。
社
会
サ
」
ビ
ス
供
給
段
階
で
の
市
民
の
関
与
に
関
す
る

議
論
と
し
て
し
ば
し
ば

「発
言
」
(<
O一〇
Φ)
と

「退
出
」

(①
×
一け)
が
取
り
上
げ

ら
れ
る
。
社
会
的
企
業
で
の
活
動
は
、
サ
ー
ビ
ス
に
不
満
を
持
つ
場
合
に
、
サ

ー
ビ
ス
の
消
費
者
と
し
て
サ
ー
ビ
ス
か
ら
撤
退
す
る
の
で
は
な
く
、
よ
り
良
い

サ
ー
ビ
ス
を
求
め
て
提
供
者
と
受
給
者
が
協
力
す
る
と

い
う
意
味
で
、
「発
言
」

に
当
た
り
、
民
主
主
義
の
発
達
に
寄
与
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

社
会
的
企
業
の
中
で
も
社
会
サ
レ
ビ

ス
提
供
活
動
に
主
と
し
て
用

い
ら
れ
る

の
は
協
同
組
合
で
あ
る
。
ペ
ス
ト
ァ
が
念
頭
に
置

い
て
い
る
協
同
組
合
は
ス
ウ

ェ
ー
デ
ン
に
従
来
か
ら
存
在
す
る
住
宅
協
同
組
合
や
生
活
協
伺
組
合
等
で
は
な

スウェーデ ンにお ける分権の新展 開269



く
、

一
九
七
σ
年
代
頃
か
ら
都
市
部
を
中
心
に
結
成
さ
れ
始
め
、

一
九
八
○
年

代
後
半
か
ら

一
九
九
〇
年
代
に
か
け

て
急
速
に
広
ま

っ
た
新
し
い
協
同
組
合
で

あ
る
。
新
し
い
協
同
組
合
は
、
2

つ
の
点
で
従
来
の
協
呵
組
合
と
は
異
な
る
。

①
従
来
の
協
同
組
合
が
生
産
者
/
消
費
者
の
立
場
で
分
か
乳
て
い
た
の
に
対
し
、

新
し
い
協
同
組
合
で
は
組
合
員
が
生
産
者
で
あ
り
消
費
者
で
あ
る
と
い
う
点
、

②
従
来
の
協
同
組
合
が
大
規
模
で
中
央
集
権
化
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
新
し

い
協
同
組
合
は
地
域
レ
ベ
ル
で
地
域
住
民
の
こ
i
ズ
に
合
わ
せ
て
結
成
さ
れ
て

い
る
点
で
あ
る

(即
O
昌
Pぴ
《
一㊤
㊤
α
"
ω
一〇
ーω
bOb◎
)。

例
え
ば
社
会
サ
ー
ビ
ス
の

一
つ
で
あ
る
保
育
を
例
に
考
え
た
場
合
、
協
同
組

合
型
保
育
園
に
は
親
が
組
合
員
で
あ

る
も

の
と
職
員
が
組
合
員
で
あ
る
も
の
の

二
種
類
が
存
在
し
、
と
り
わ
け
親
協

同
組
合
型
保
育
園
で
上
記
の
二
つ
の
特
徴

が
ば

っ
き
り
と
示
さ
れ
る
。
親
協
同
組
合
型
保
育
園
は
、
保
育
園
が
不
足
し
て

い
る
地
域
に
お
い
て
、.
そ
の
地
域
に
住
む
親
自
身
が
集
ま

っ
て
保
育
園
を
開
設

し
た
こ
と
に
始
ま
る
。
現
在
で
は
保
育
園
不
足
だ
け
で
な
く
、
モ
ン
テ
ッ
ソ
ー

リ
や
レ
ッ
ジ
オ

・
エ
ミ
リ
ア
な
ど
特
別
な
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
対
す
る
要
求
や
、

子
ど
も

の
田
常
生
活
に
関
わ
り
た

い
と
い
う
要
求
な
ど
に
対
応
し
て
結
成
さ
れ

る

(上
記
②
)。
親
協
同
組
合
型
保
育
園
は

一
般
に
、
約
、一
〇
～
二
〇
人
の
子
ど

も
の
親
が
集
ま

っ
て
保
育
園
を
作
り
、

一
～
二
人
の
職
員
を
雇
う
。
そ
し
て
親

は
交
代
で
職
員
と
共
に
子
ど
も
の
面
倒
を
見
た
り
、
保
育
園
の
運
営
を
行
う
等

の
活
動
を
行
う
。
従

っ
て
、
親
は
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
生
産
者
で
あ
り
、
親
と
し

て
子
ど
も
が
受
け
る
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
消
費
者
で
も
あ
る

(上
記
①
)。
だ
が
親

は
保
育
活
動
に
参
加
す
る
た
め
に
パ
ー
ト
タ
イ
ム
で
働
く
な
ど
、
何
ら
か
の
犠

牲
を
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
た

め
、
相
対
的
に
恵
ま
れ
た
社
会
的
背
景
を
持

つ
親
が
多

い
。
そ
し
て
そ
う
し
た
性
質
上
、
不
平
等
の
増
大
や
社
会
的
分
断
の

702

恐
れ
が
常
に
つ
き
ま
ど
う
。

職
員
協
同
組
合
型
保
育
園
も

一
九
九
〇
年
代
に
急
速
に
増
加
し
た
形
態
で
あ

る
が
、
親
の
要
求
に
従

っ
て
開
設
さ
れ
る
よ
り
は
、
職
員

の
要
求
に
よ

っ
て
開

設

さ
れ
る
場
合
の
方
が
多
い
よ
う
で
あ
る
。

一
九
九
〇
年
代
初
頭
に
ブ
ル
ジ
ョ

ア
政
権
に
よ
っ
て
選
択
の
自
由
を
求
め
て
行
わ
れ
た

「民
営
化
」
政
策
と
、

一、

九
九
四
年
以
降
に
社
会
民
主
党
政
権
が
行

っ
た
財
政
緊
縮
政
策
の
影
響
で
社
会

サ
ー
ビ
ス
提
供
を
担
う
現
場
職
員
の
労
働
環
境
が
悪
化
し
た
こ
と
を
ペ
ス
ト
フ

は
協
同
組
合
増
加
の
原
因
と
し
て
挙
げ
て
い
る

(
ペ
ス
ト
フ
、
二
〇
〇
〇
、
…皿

頁
)。
職
員
協
同
組
合
保
育
園
を
開
設
す
る
職
員
は
ベ
テ
ラ
ン
職
員
が
多
く
、
豊

富
な
経
験
を
基
に
し
た
質
の
高

い
保
育
で
親
や
自
治
体
の
賛
同
を
得
、
保
育
園

・
運
営
は
職
員
が
中
心
と
な

っ
て
行
う
。
従

っ
て
、
職

員
協
同
組
合
型
保
育
園
は

職
員
か
ら
生
ま
れ
た
と
言
え
る
。
上
記
の
二
つ
の
理
由
を
参
照
し
な
が
ら
解
釈

す
る
と
す
る
な
ら
ば
、
公
立
保
育
園
等
で
の
仕
事
に
不
満
を
持

つ
人

々
が
職
員

と
し
て
集
ま
り

(上
記
②
)、
集
ま

っ
で
き
た
職
員
が
自
己
表
出
的
な
側
面
が
強

.

〈
満
足
度
の
高
い
仕
事
を
生
産
し
、
自
ら
消
費
し
て
い
る

(上
記
①
)
と
言
え

る
で
あ
ろ
う
〔,〉。
な
お
、
職
員
協
同
組
合
型
保
育
園
で
も
公
立
保
育
園
と
比
べ

る
と
、
保
育
活
動
へ
の
親
や
祖
父
母
の
関
与
は
大
き

い

(表
1
、
表
2
)
〔、
v。

ペ
ス
ト
フ
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
地
方
自
治
体
が
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス

よ
り
も
社
会
萠
企
業
を
通
し
て
行
わ
れ
る
杜
会
サ
ー
ビ
ス
の
方
が
職
員
お
よ
び

利
用
者
の
満
足
度
が
高

い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る

(ペ
ス
ト
フ
、
二
〇
〇
〇
、

第
H
部
)。
実
際
、
現
在
で
は
協
同
組
合
型
保
育
園
な
ど
公
立
以
外
の
保
育
園
に

「

通
う
子
ど
も
数
は
保
育
園
児
全
体
の

一
〇
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
に
の
ぼ
り
、
ス
ト

!
-



ッ
ク
ホ
ル
ム
市
で
は
二
〇
〇
〇
年
末
現
在
で
三
〇
パ
ー
セ
ン
ト
に
の
ぼ
る
〔,
}。

都
市
だ
け
で
な
く
過
疎
地
域
で
も
協

同
組
合
活
動
は
盛
ん
で
あ
る
。
ス
ウ

ェ
ー

デ
ン
の
過
疎
地
域
で
は
浅
都
会
で
あ

れ
ば
揃
つ
て
い
る
学
校
、
保
育
園
、
高
齢

者
介
護
施
設
、
鉄
道
、
店
な
ど
社
会
的
イ

ン
フ
ラ
を
も
住
民
自
ら
の
手
で
整
備

し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
の
際
に
多

く
の
場
合
、
村
落
協
伺
組
合
の
設
立
と
い

う
方
法
を
と

っ
た
の
で
あ
る
の
村
落
協
同
組
合
の
活
動
例
と
し
て
は
、
学
校
、

店
、
.ダ
ン
ス
ホ
ー
ル
、
芸
術
セ
ン
タ
ー
、
農
場
、
水
車
、
保
育
園
、
学
童
保
育

園
、
老
人
ホ
ー
ム
等

の
運
嘗

・
管
理
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
、
之
れ
ら
の
活
動
は
住

民
が
自
分
や
子
ど
も

の
た
め
の
よ
り
良

い
生
活
を
求
め
て
地
域
の
社
会
的
経
済

活
動
と
し
て
開
始
さ
れ
る
と

い
う
特
徴
が
あ
る

(園
0
5
口
σ
《
一り
Φ
O)
。
従

っ
て
、

表1現 在の保育形態の主な長所

主な長所 親協同組合型 労働者協同組合型

影響力の訂能性 62.6 384

自分の子どもの日常生活への参加
「68

.4 19.9

楽しい雰囲気 62.6 662

積極的な職員 59.5 75.6

優れた教育姿勢 35.8 38.8

親の協力 50.0
**

社 会 的 ネ ッ トワー ク 30.0 6.5

妊娠中に席が確保できた 247 17.9

経済的に有利 32.6 10.4

民主的運営 21.1 3.5

平均/(総 回答数) 4£/(916) 1まy(323) ,

実 数 ・ 190 201

注)単 位 は%で あ るが、複数 回答のため、合計す る と100%

を超 える。

対象 は、それぞれの保育園 に子 どもを通 わせ る親。
**は

、労働者協同組合型保育園に子ど もを通 わせ る

親 には有効で はない。

出所)ペ ス トフ2000:271

都
市
部
で
あ
ろ
う
が
過
疎
地
域
で
あ
ろ
う
が
協
同
組
合
を
設
立
す
る
と
い
う
動

き
は
見
ら
れ
、
特
に
過
疎
地
域
で
は
そ
の
活
動
を
通
し
て
就
労
と
保
育
と
地
域

活
性
化

を
同
時

に
実
現

さ
せ

る
動
き

が
見
ら

れ

る

(
国
奠
=
旨

一
Φ
Φ
ρ

カ
α
自
巨
○ヨ

一㊤㊤
刈
)。
こ
れ
ら
新
し
い
協
同
組
合
や
そ
れ
に
類
す
る
集
団
は
、

一

九
八
九
年
に
は
全
国
で
八
七

一
グ
ル
ー
プ
で
あ

っ
た
が
、

一
九
九
三
年
に
は
約

二
三
〇
〇
グ
ル
ー
プ
、

一
九
九
四
年
に
は
約
三
〇
〇
〇
グ
ル
ー
プ
、

一
九
九
七

年
に
は
三
四
〇
〇
グ
ル
ー
プ
に
上

っ
た

(℃
巨

6
需

一㊤㊤
S
O)。

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
は
協
同
組
合
設
立
の
際
に
資
本
金
は
不
要
で
あ
る
。
ま
た
、

社
会
サ
ー
ビ
ス
提
供
主
体
と
し
て
の
協
同
組
合
は
、
公
立
の
社
会
サ
ー
ビ
ス
提

供
主
体
ど
同
様

の
公
的
支
援
を
得
ら
れ
る
。
従

っ
て
、
確
か
に
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

表2地 方自治体の保育と比較して、

以下の事柄は今日どうであるか

以下の項 目における 「一定の

増 加」 の可能性*
親協同組合 労働者協同組合

あ なた自身の労働への影響 42.3 81.0

あ なた自身の責任 52.9 81.0

決定過程への参加 35.8 783

あ なた自身のアイデアを試す 48.5 62.2

親 との交流 40.3』 27.7

労働の満足感 25.4 60.2

個人の発展 28.4 45.8

労働価値の仲間での分配
「22

.4 43.4

労働環境への影響 17.9 42.0

経営との接触 20.6 435

仕事 上の地位' 12.2 24.1

不潔な大気や不潔な構内 18.2 12

より弾力的な労働時間 6ゆ 14.6

少 な、い摩 擦**3.0183
戸

全23項 目の平均 20.6 3L5

注)調 査対象 者は各保育園 で働 く職員。(単 位は%)
索:以下の選択 肢があった。 「一定 の増加j「 い くらかの増加」

「不変∫ 「い くらかの減少」 「一定 の減少工。
**:こ の表では 「大 きな低下」 を示す割合が記入 されている。

尚、「大 ぎな増加」は親協同組合 が4.5%ミ労働 者協 同組合 が12%。

出所)ペ ス トフ2000:248
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で
は
地
域

の
抱
え
る
問
題
解
決
の
売
め
に
人
々
が
協
同
組
合
を
設
立
す
る
の
は

容
易
で
あ
る
。
だ
が
、
な
ぜ
ス
ウ

ェ
ー
デ
ン
福
祉
国
家
は
地
方
自
治
体
に
よ
る

公
的
な
社
会
サ
ー
ビ
ス
を
更
に
住
民

の
ニ
ー
ズ

に
合
う
よ
う
に
改
良
す
る
と

い

、

う
方
向
で
は
な
く
、
市
民
が
社
会
サ

ー
ビ
ス
の
共
同
生
産
者
と
し
て
台
頭
す
る

と

い
う
方
向
に
進
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
か
。
以
下
で
は
新
し
い
協
同
組
合
の
形
虞

過
程
を
例
に
行
政
の
論
理
と
市
民
の
論
理
の
違

い
を
考
察
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
・

新
し
い
協
同
組
合
が
社
会
の
中
で
持

つ
意
味
と

一
九
九
〇
年
代
の
行
政
の
能
力

拡
充
が
持

つ
意
味
を
考
察
し
た
い
。

3

行
政
が
見
る
も
の
と
市
民
に
見
え
る
も
の

ス
ウ

ェ
ー
デ
ン
北
部
に
あ
る
ロ
バ
ー
ツ
フ
ォ
ッ
シ
ュ
市

(カ
Oσ
Φ
『けωbQ『ω
)
で

一
九
入
入
年
に
開
始
さ
れ
た
北
部
地
域
初
の
女
性
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト

「
二
〇
〇
〇

年
に
向
け
た

ロ
バ
ー
ツ
フ
け
ッ
シ

ュ
の
女
性
」
を
例
に
考
察
し
た
い
。
こ
の
事

例
に
は

一
九
九
〇
年
代
に
入

っ
て
市

民
と
行
政
が
協
力
関
係
を
結
ぶ
の
に
先
立

つ
、
両
者
間

の
葛
藤
が
明
瞭
に
現
れ
て
お
り
、
.共
同
生
産
者
と
し
て
の
市
民

(第
二
節
)
が
生
ま
れ
た
背
景
に
、
制
度
が
住
民
に
開
か
れ
た
ど
い
う
点

・(第

一

節
)
だ
け
で
な
く
、
住
民
か
ら
の

ラ
イ
フ
チ
ャ
ン
ス
増
大

へ
の
要
求
が
あ
り
、

し
か
も
そ
の
要
求
は
質
が
変
化
し
て
お
り
、
行
政
の
力
だ
け
で
満
た
す
の
は
困
`

難
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
な
お

、
こ
の
プ
石
ジ

ェ
ク
ト
が
も
と
と
な

っ
て
、

後
に
新
レ
い
協
同
組
合
や
女
性
起
業
家
や
そ
れ
ら
の
ネ
ッ
下
ワ
ー
ク
が
こ
の
地

域
に
輩
出
さ
れ
た
。

ロ
バ
ー
ツ
フ
ォ
ッ
シ
ュ
は
若
年
女
性

の
都
会

へ
の
流
出
や
、
男
性
優
位
社
会

で
あ
り
男
女
平
等
が
進
ま
な

い
等
、
北
部
過
疎
地
域
に
共
通
す
る
課
題
を
抱
え

て
い
だ
。
「そ
う
し
た
状
況
の
下
、
「
二
〇
〇
〇
年
に
向
け
た
ロ
バ
ー
ツ
フ
ォ
ッ
シ

ュ
の
女
性
」
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
は
就
業
、
教
育
、
文
化
、
余

暇
な
ど
生
活

の
あ
ら

ゆ
る
観
点
か
ら
女
性
の
生
活
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
に
市
と
県
に
予
算
を

申
請
し
た
。
だ
が
女
性
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
が
挙
げ
た

「生
活

の
あ
ら
ゆ
る
観
点
か

ら
」
と

い
う
点
が
政
治
家
や
行
政
の
理
解
を
得
る
た
め
に
困
難
を
極
め
た
。
政

治
家
、
特
に
社
会
民
主
党
議
員
は
女
性
の
失
業
対
策
に
焦
点
を
絞
る
よ
う
主
張

し
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
要
求
を
拒
否
し
た
。
だ
が
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
側
は
職
が
あ

る
た
め
に
女
性
が
こ
の
地
域
に
残
る
訳
で
は
な

い
と
い
う
点
と
、
現
に
当
時
、

市
の
失
業
率
は
低
か

っ
た
と
い
う
点
を
挙
げ
、
失
業
対
策
の
み
で
は
不
十
分
で

あ
る
と
主
張
し
た

(幻
α
自
巨
o
ヨ

お
零
"

」一〇
N
)
8̂)。
結
果
と
し
て
、
政
治
家
や

行
政
職
員
と
の
論
戦
の
末
に
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
は
市
か
ら
期
限
付
き
の
補
助
金
を

得
た
。
だ
が

一
五
ヶ
月
の
期
限
の
後
、
こ
の
地
域
の
女
性
住
民
の
八
五
パ
ー
セ

ン
下
が
継
続
を
希
望
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
補
助
金
は
打
ち
切
ら
れ
、
こ
の
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
か
ら
生
ま
れ
た
女
性
の
起
業
に
特
化
し
た
グ
ル
ー
プ

へ
予
算
が
向

け
与
れ
た

(菊
9
⇒
巨
Oヨ

一㊤
㊤N
一〇
ω)。

こ
の
事
例
か
ら
言
え
る
こ
と
は
、
従
来
の
主
要
ア
ク
タ
ー
が
保
持
す
る
価
値

観
と
は
異
な
る
価
値
観
に
基
づ
《

王
張
が
顕
在
化
し
た
点
、
そ
し
て
そ
れ
が
地

域
変
革
に
つ
な
が

っ
た
点
で
あ
る
。
新
し
い
主
張
と
は
第

一
に
↓
就
業
に
的
を

絞

つ
た
も
の
で
は
な
く

「生
活

の
あ
ら
ゆ
る
観
点
か
ら
」
女
性
を
支
え
る
と
い

う
も
の
で
あ
り
、
個
人
の
生
活

の
意
味
の
充
足
を
求
め
て
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
自

体
を
問
題
と
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
次
に
、
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
主
張
が
当
初
は

.従
来
の
ス
ヴ
ェ
ー
デ
ン
福
祉
国
家
を
推
進
し
て
き
た
政
治
家
や
行
政
職
員
の
理

272



解
を
得
ら
れ
な
か

っ
た
こ
と
か
ら
、
新
し

い
主
張
は
従
来
の
政
治
的
枠
組
で
は

捉
え
き
れ
な
か

っ
た
と
言
え
よ
う
。
第
三
に
、
産
業
分
野
が
林
業
、
農
業
、
'鉱

業
、
観
光
業
等

へ
片
寄

っ
て
い
、る
た
ぬ
に
女
性
の
就
労
場
所
が
相
対
的
に
少
な

く
、
性
別
役
割
分
業
が
残
る
北
部
地
域
に
お
い
て
、
女
性
が
自
ら
職
を
作
り
出

し
、
社
会
的
に
活
躍
す
る
等
、
男
女

の
社
会
的
役
割
や
地
位
に
関
す
る
伝
統
を

自
明
視
し
な
い
と

い
う
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。

.第
四
に
、
こ
れ
ら
の
要
素
を
も
と

に
平
等
を
目
指
す
点
で
あ
る
。
確
か
に
従

来
も

ス
ウ

ェ
ー
デ
ン
福
祉
国
家
は

「
ラ
イ
フ
チ
ャ
ン
ス
の
平
等
化
」
を
目
指
し

て
い
た
。
例
え
ば
、
児
童
手
当
や
育
児
休
暇
、
保
育
園
整
備
に
よ

っ
て
子
ど
も

を
産
む
と

い
う
選
択
肢
を
よ
り
多
く

の
人
に
提
供
し
、
同
様
に
、
就
学
手
当
て

や
職
業
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
充
実
に
よ

っ
て
キ
ャ
リ
ア

・
ア
ッ
プ
を
図
る
と

い

う
選
択
肢
を
、
年
金
制
度
や
疾
病
手
当
の
充
実
、
老
人
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

に
よ

っ
て
長
期
間
ま
た
は
短
期
間
、
労
働
市
場
を
離
れ
て
い
て
も
安
心
し
て
生

活
を
送
る
と
い
う
選
択
肢
を
提
供
し

て
き
た
。
だ
が
こ
れ
ら
は
均

一
性
の
高

い

社
会
的
給
付
や
サ
ー
ビ
ス
め
提
供
/
受
給
関
係
に
基
づ
い
て
い
た
た
め
に
、
結

果
と
し
て

「
ラ
イ
フ
チ
ャ
ン
ス
の
平
等
化
」
の
名
の
下
で

「
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

の
平
準
化
」
に
陥

っ
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ

っ
た
。
と
こ
ろ
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

は
給
付
を
凧
い
る
こ
と
で
、
伝
統
的
な
目
的
別
均

一
給
付
に
よ

っ
て
越
え
る
こ

と
を
阻
ま
れ
て
き
た
性
別
や
地
域
な
ど
様
々
な
要
素
が
絡
ま

っ
て
形
成
さ
れ
る

複
合
的

ハ
ン
デ
ィ
を
乗
り
越
え
、
性
別
や
地
域
を
越
え
た
平
等
を
自
ら
作
り
出

そ
う
と
し
て
い
る
。
従

っ
て
、
「二
〇
〇
〇
年
に
向
け
た
ロ
バ
ー
ツ
フ
ォ
ッ
シ
ュ

.
の
女
性
」
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
で
は
、
従
来
な
ら
既
存
の
主
流
価
値
観
に
阻
ま
れ
て

不
可
能
で
あ

っ
た
こ
と
が
可
能
に
な

つ
て
お
り
、
人
々
に
参
加
の
意
思
次
第
で

伝
統
を
変
え
得
る
経
験
と
回
路
を
作
り
出
し
た
意
義
は
大
き
い
だ
ろ
う
q
.

以
上
の
分
析
は
従
来
の
社
会
民
主
党
が
そ
れ
ま
で
人
々
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら

れ
な
か
っ
た
と

い
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
も
の
で
は
な

い
。

一
九
五
〇
年
代
半

ば
以
降
に
国
民
全
体
が
曲豆
か
に
な

っ
た
段
階
で
、
社
会
民
主
党
政
権
は
上
記
の

よ
う
に
き
め
細
か
く
人
々
の
ニ
ー
ズ
に
あ

っ
た
高
レ
ベ
ル
の
社
会
的
給
付
や
サ

ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
を
通
し
て
人
々
の
ラ
イ
.フ
チ
ャ
ン
ス
の
増
大
に
寄
与

し
.
福
祉
国
家
及
び
社
会
民
主
党
に
対
す
る
中
間
層
を
含
め
た
国
民
の
幅
広

い

・

支
持
を
確
保
す
る
こ
と
に
成
功
し
た

(宮
本
、

一
九
九
九
、

一
四
五
11
一
七
四

頁
)
。
公
的
セ
ク
タ
ー
内
で
の
地
方
分
権
は
そ
の
手
段
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
つ
.

し
か
し
、
社
会
民
主
党
や
行
政
が
基
づ
く
従
来
の
主
流
論
理
と
市
民
の
論
理
の

乖
離
お
よ
び
そ
の
顕
在
化
が

一
九
八
○
年
代
後
半
に
高
ま
り
、
そ
れ
に
対
応
す

る
必
要
性
が
出
て
き
た
こ
と
も
ま
た
事
実
な
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
高
齢
化
率

の
上
昇
に
伴
う
社
会
環
境
の
変
化
に
人
々
や
行
政
が
経
済
的
合
理
性
に
基
づ

い

て
対
応
し
た
結
果
が
地
方
分
権
で
あ
る

(斉
藤

・
山
井
、

一
九
九
四
、
二
〇
〇

1
二
〇
四
頁
)
と
い
う
説
に
は
還
元
で
き
な
い
動
き
で
あ
ろ
う
。

地
方
分
権
の
み
が
ラ
イ
フ
チ
ャ
ン
ス
増
大
に
寄
与
す
る
訳
で
は
な
い
。
だ
が

一
九
八
○
年
代
に
全
国
各
地
で
行
わ
れ
た

ロ
バ
ー
ツ
フ
ォ
ッ
シ
ユ
と
同
様
の
主

と
し
て
新
し
い
協
同
組
合
活
動
に
よ
る
様
々
な
試
み

(一宀①
N一一一N
一㊤
㊤O
)
が

一
九

九

〇
年
代
の
地
方
自
治
制
度
改
革
の
誘
因
の

一
つ
で
あ
る
と
す
れ
ば
、

一
九
九

〇
年
代
の
分
権
社
会
は
も
は
や
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
福
祉
国
家
成
立
期
の
労
働
者
の

解
放
を
目
指
す
政
治
で
も
な
く
、
そ
の
延
長
上
に
位
置
す
る
戦
後
の
中
間
層
の

支
持
獲
得
の
た
あ

の
政
治
で
も
な
く
、
新
た
な
次
元
の
場
、
言

い
換
え
み
と
ラ

イ
フ
・ポ
リ
テ
ィ
ク
ス
の
場
の

一
つ
と
し
て
存
在
し
得
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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丶

4

社
会
サ
ー
ビ
ス
提
供
の
現
在

-
市
民
参
加
の
様

々
な
形
態
1

ス
ウ

ェ
ー
デ
ン
の
自
治
体
は
、
社
会
サ
ー
ビ
ス
の
分
配
主
体
、
提
供
主
体
、

責
任
主
体
と
し
て
そ
の
能
力
を
発
揮
す
る
よ
う
求
め
ら
れ
て
き
た
と
整
理
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
期
待
の
変
化
に
伴

っ
て
生
じ
た
、
社
会
サ
ー
ビ
ス
提
供

分
野
に
お
け
る
変
化

の

一
つ
が
サ
ー
ビ
ス
提
供
主
体
の
多
元
化
で
あ
ろ
う

(表

3
、
表
4
)。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、

一.「九
九
〇
年
代
に
本
格
化
し
た
自
治
体

の
社
会
サ
ー
ビ
ス
責
任
主
体
と
し
て
の
能
力
拡
充
と
そ
れ
に
伴
う
サ
ー
ビ
ス
提

供
主
体
の
多
元
化
の
進
展

は
・
二

九
八
○
年
代
以
降

ゴ岡

の
国
と
自
治
体
の
新
た
な

船

役
割
分
担
を
模
索
す
る
過

都

程
の
延
長
上
星

じ
た
現

嫐

象
で
あ
る
≦

守
え
る
か
も

樋

し
れ
な
い
。

さ・用

・
責
任
主
体
と
し
て
の
自

雇に

治
体
ど
サ
ー
ビ
ス
提
供
主

一タ

体
の
多
元
化
と

一
口
に
言

ク

っ
て
へ

各
自
治
体
に
サ

靴

ー
ビ
ス
提
供
が
任
さ
れ
る

舩

以
上
、
自
治
体
ご
と
に
サ

3表

ー
ビ
ス
提
供
の
あ
り
方
は

1988 1991 1993 1995 1997 1999 2000

保育 1ユ
1

2.0 4.1 6.6 8.0 9.5 ユ0.2

高齢者・障害者 曹 一 2.5 6.9 9.0 11.4 12.9

保 健 ・医療 一 一 4.8 5.7 6.0 6.2 7.2

注)営 利 ・非 営 利 を含 む。

出所)Trydegard2001=92,106,116 力囗藤1997:52

表4非 公的セクター事業数(1999年)

営 利 一 非営利 計

保育 2,878 8,053 10,931

高齢 者 ・障害者 14,947 6,837 21,784

保健 ・医療 14,760 3,624 18,384

出 所)Trydegard2001:93,107,113

様

々
で
あ
る
。
ま
た
、
前
節
で
論
じ
た
よ
う
に
従
来
と
は
異
な
る
価
値
観
に
基

づ
い
て
従
来
の
行
政
の
手
法
で
は
対
応
し
き
れ
な
い
要
求
が
出
さ
れ
る
よ
う
に

な

っ
て
お
り
、
そ
う
し
た
要
求
は
し
ば
し
ば
多
様
で
あ
る
。
そ
し
て
要
求
が
多

様
で
あ
る
が
た
め
に
、
そ
し
て
ア
ク
タ
ー
が
多
様
化
し
た
が
た
め
に
、
そ
の
解

決
策
も
多
様
で
あ
る
。
従

っ
て
、
住
民
の
積
極
的
な
発
言
や
参
加
を
共
通
項
と

し
つ
つ
も
、
そ
の
試
み
は
自
治
体
ご
と
に
様

々
で
あ
る
と
言
え
る
。

ズ

ウ
ェ
ー
デ
ン
で
も
社
会
サ
ー
ビ
ス
の

「民
営
化
」
を
求
め
る
動
き
は
存
在

す
る
(9
)。
ま
た
地
方
自
治
体
民
主
主
義

(ぎ
∋
ヨ
篝

鉱

α
Φ
ヨ
oζ
四
巳

と
し
て

議
員
の
刷
新
、
住
民
投
票
の
実
施
、
地
区
委
員
会
制
度
導
入
、
市
民
陪
審
員
制

度
導
入
、
利
用
者

の
影
響
力
の
増
大
や
社
会
サ
ー
ビ
ス
選
択

の
自
由
の
増
大
、
・

地
域
発
展
促
進
グ
ル
ー
プ
の
結
成
な
ど
様
々
な
方
法
が
試
み
ら
れ
て
い
る
。
し

ば
し
ば
こ
れ
ら
の
試
み
、
と
り
わ
け
利
用
者
の
影
響
力
や
社
会
サ
ー
ビ
ス
選
択

の
自
由
を
増
大
さ
せ
る
試
み
は
、
民
主
主
義
の
問
題
と

い
ヶ
よ
り
消
費
者
と
し

て
0
影
響
力
の
問
題
と
な

っ
て
い
る
と
批
判
さ
れ
る

(Qり
○
¢

一㊤
Φ◎。
"
一芻
も
戸
璽

一ω
)。
本
節
で
は
ま
ず
最
初
に
、
社
会
サ
ー
ビ
ス
選
択
の
自
由
の
増
大
と
地
域
発

展
促
進
グ
ル
ー
プ
の
結
成
と

い
う
対
照
的
な
例
を
取
り
上
げ
た

い
。
そ
し
て
次

に
、
社
会
サ
ー
ビ
ス
が
地
方
議
会
の
主
要
政
党
の
種
類
に
よ
っ
て
影
響
を
受
け

」
る
の
か
ど
う
か
確
認
し
た
い
。

ま
ず
社
会
サ
ー
ビ
ス
の
選
択
の
自
由
を
増
大
さ
せ
ゐ
試
み
で
あ
る
が
、
こ
う

し
た
取
り
組
み
が
進
ん
で
い
る
自
治
体
と
し
て
ナ
ッ
カ
市
、
ソ
レ
ン
チ
ュ
ナ
市
、
.

テ
ビ
ィ
市
、
ダ
ン
デ
リ
イ
ド
市
な
ど
中

・
南
部

の
主
と
し
て
大
都
市
近
郊
地
域

が
挙
げ
ら
れ
る
。
本
論
文
で
は
、
こ
れ
ら
の
試
み
を
最
も
早
く
か
ら
始
め
、
し

か
も
成
功
し
た
自
治
体
と
し
て
有
名
な
ナ
ッ
カ
市
を
対
象
と
し
た
い
。
ナ
ッ
カ
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は

、

一
九

八

二

年

に

全

国

で

初

め

て

消

費

者

選

択

シ

ス

テ

ム

(さ
民

く
E
の望
ω
冖Φヨ
)
を
導
入
し
【、〕、

一
九
九
二
年
に
は
公
立
だ
け
で
な
く
公

立
以
外
の
事
業
体
か
ら
も
サ
ー
ビ

ス
を
選
択
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
消
費

者
選
択
シ
ス
テ
ム
を
改
革
し
た
。
こ

の
シ
ス
テ
ム
に
よ

っ
て
、
人
々
の
影
響
力

増
大
と
サ
ー
ビ
ス
提
供

の
効
率
性

の
向
上
を
目
指
し
て
い
る

(芝
餌
三
ρ
9
曾

一㊤
㊤㊤
戞
)。

消
費
者
選
択
シ
ス
テ
ム
導
入
後
、
公
立
以
外

の
サ
ー
ビ
ズ
提
供
者
の
数
は
急

「

増
し
、

一
九
九
九
年
現
在
、
非
公
立
事
業
体
数
の
割
合
は
、
保
育
で
四
ニ
パ
ー

セ
ン
ト
、
学
童
保
育

で
二
八
パ
ー
セ

ン
ト
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
で
二
〇

パ
ー
セ
ン
ト
に
の
ぼ
る

(ぐ
『曁
一ρ
⊆
一ωけ
一〇
〇㊤
"
一轟
)。
、
で
は
、
サ
ー
ビ
ス
提
供
主

体
の
多
元
化
が
進
ん
だ
結
果
、
シ
ス
テ
ム
の
導
入
目
的
で
あ
る
人
々
の
選
択
の

自
由
は
増
大
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
b

一
九
九
八
年
に
デ
モ
ス
コ
ー
プ
社
に
よ
っ

て
行
わ
れ
た
調
査

の
結
果
、
四
四
パ
ー
セ
ン
ト
が

「選
択
の
自
由
が
高
ま

っ
た

と
は
思
わ
な
い
」
と
回
答
し
、
二
六

パ
ー
セ
ン
ト
が

「全
体
的
ま
た
は
部
分
的

に
サ
ー
ビ

ス
は
自
分
に
合

っ
て
い
る
」
と
回
答
し
て
い
る
。
そ
し
て

「市
民
と

し
て
市
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
事
業
に
影

響
を
与
え
る
」
亘

と
回
答
し
た
者
が
三
八

パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
り
、
「市
の
事
業

は
自
分
の
ニ
ー
ズ
に
合

っ
て
.い
る
」
「市
の

.

サ
r
ビ

ス
は
良
い
」

に
回
答
す
る
者
が
全
体
の
四
分
の
三
に
上
る
な
ど
か
な
り

高

い
値
を
示
し
た

(Qo
O
G

一㊤
Φ
Q。
"
一
α
伊
P

癖
ω
)
。
こ
こ
か
ら
分
か
る
こ
と
は
、

市
の
社
会
サ
ー
ビ
ス
に
対
す
る
人

々
の
満
足
度
鳳
高
い
と
い
う
点
、
本
来

の
制

度
導
入
目
的
で
あ

っ
た
選
択
の
自
由

の
増
大
と
い
う
形
で
の
影
響
力
増
大
は

一

部
の
人
に
し
か
実
現
し
て
お
ら
ず
、
ど
ち
ら
か
ど
言
え
ば
事
業
の
選
択
と

い
う

よ
り
は
サ
ー
ビ
ス
改
善
の
要
求
を
出
す
こ
と
を
通
し
て
事
業
へ
の
影
響
力
を
持

つ
人
が
多

い
点
で
あ
る
。

次
に
、
.地
域
発
展
促
進
グ
ル
ー
プ
を
結
成
す
る
試
み
を
取
り
上
げ
る
。
選
択

の
自
由
の
増
大
が
個
人
志
向
的
側
面
が
強

い
と
す
る
な
ら
ば
、
こ
ち
ら
は
相
対

的
に
集
団
志
町
的
側
面
が
強
い
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
地
域
社
会

の
中
で
住
民

自
ら
が
組
織
を
作
る
と
い
う
試
み
は
主
と
し
て
過
疎
地
域
や
都
市
化
が
進
ん
で

い
な

い
地
域
で
行
わ
れ
る
,
こ
う
し
た
試
み
は
欧
州
委
員
会
が

一九

八
○
年
代

末
に
過
疎
地
域
活
性
化
を
目
的
に
行

っ
た
キ
ャ
ン
ペ
r
ン
を
き

っ
、か
け
に
急
激

に
増
加
し
、
国
内
の
発
展
の
不
均
衡
さ
に
対
す
る
地
域
か
ら
の
反
応
と

い
ヶ
側

面
と

「上
」
か
ら

の
イ

ニ
シ
ア
テ

ィ
ヴ
と

い
う
側
面
が
存
在
す
る

(o。
O
d

广

一㊤
Oo。口
呂
も
.
繰
)。

本
論
文
で
は
、
ス
ウ

ェ
」
デ
ン
国
内
で
最
も
過
疎
が
進
ん
で
い
る
地
域
の

一

つ
で
あ
る
イ

ェ
ム
ト
ラ
ン
ド
を
対
象
に
考
察
す
る
。
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
福
祉
国
家

の
特
徴
の

一
つ
で
あ
る
集
権
的
な
経
済
政
策
の
影
響
を
受
け
、
イ
エ
ム
ト
ラ
ン

ド
で
は
、一
九
五
〇
年
か
ら

一
九
七
五
年
に
か
け
て
住
民
の
約

一
五
パ
ー
セ
ン
ト

が
都
会

へ
流
出
し
た

(勺
巨

6
b
ρ
一〇
〇
S

一
鮒
宮
本
、
二
〇
〇
〇
、
九
九
頁
)
。

更
に

一
九
七
〇
年
代
末
か
ち
は
、
十
分
な
公
的
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
な
い
な

ど
公
的
セ
ク
タ
ー
の
衰
退
に
も
悩
ま
さ
れ
て
い
る
。
イ
ェ
ム
ト
ラ
ン
ド
で
は
最

、

も
大
き
な
雇
用
先
が
公
的
セ
ク
タ
ー
で
あ
る
た
め
、
公
的
セ
ク
ダ
ー
の
衰
退
は

サ
ー
ビ
ス
の
衰
退
と
同
時
に
雇
用
の
縮
小
を
も
意
味
す
る
。
こ
の
状
況

の
下
、

イ
ェ
ム
ト
ラ
ン
ド
で
は
地
域
発
展
促
進
グ
ル
ー
プ
を
通
し
て
雇
用
と
サ
ー
ビ
ス

を
作
り
出
す
動
き
が
盛
ん
に
な

っ
た
。

一
九
九
七
年
現
在
、
イ

ェ
ム
ト
ラ
ン
ド

の
地
域
発
展
促
進
グ
ル
ー
プ
数
は
対
全
国
比
で

二
ニ
パ
ー
セ
ン
ト
に
上
り

(人

口
比
は
同
、

一
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
)
(勹
巨
6
b
Φ
一
り鶏
二
〇
-一
一)、
.地
域
発
展
促
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進
グ
ル
ー
プ

の
中
で
も
特
に
協
同
組
合
を
月

い
た
地
域
活
性
化
の
試
み
は
イ

ェ

ム
ト
ラ
ン
ド
モ
デ
ル
と
し
て
有
名
で
あ
る
。

ブ
イ
リ
ッ
プ
が

一
九
九
七
年
に
行

っ
た
調
査
に
よ
る
と
、
協
同
組
合
は

一
九

入
三
年
か
ら
増
え
続
け
、
そ
の
う

ち
七
〇
パ
ー
セ
ン
ト
が

一
九
九
〇
年
代
に
入

っ
て
か
ら
結
成
さ
れ
た
も
の
で
あ

っ
た

(℃
】P二
一ロ
ロ
Φ
一㊤㊤
刈
…
一〇
)コ
協
同
組
合
の

結
成
理
由
の
う
ち
⊥
ハ
四
パ
ー
セ
ン
ト
が
社
会
サ
ー
ビ
ス
や
地
域
の
イ
ン
フ
ラ
を

整
え
る
た
め
で
あ
る

(℃
巨

ぢ
b
Φ
一㊤
㊤
S
曽
)
。
全
体
の
三
九

・
五
パ
ー
セ
ン
ト

・

が
公
的
セ
ク
タ
ー
の
肩
代
わ
り
を
し

て
お
り

(℃
『
一=
O
口
Φ
一
㊤り
刈
"
一α
)、
社
会
サ

ー
ゼ
ス
提
供
を
目
的
ど
す
る
協
同
組
合
の
う
ち
四
二

・
五
パ
ー
セ
ン
ト
が
子
ど

も
や
老
人
、
障
害
者
の
た
め
の
社
会
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
が
目
的
で
あ

、る

(℃
巨

督
O
Φ
一り
Φ
8
卜。
ω
)。
こ
こ
か
ら
分
か
る
の
は
、
公
的
セ
ク
タ
ー
が
十
分

に
社
会
サ
ー
ビ
ス
を
維
持
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
に
住
民
自
ら
サ
ー
ビ
ス

を
生
産
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。
ナ

ッ
カ
の
消
費
者
選
択
シ
ス
テ
ム
の
特
徴
の

一
つ
が
財
政
と
生
産
の
分
離
で
あ
り

(≦
筈
5
三
ω二

8
⑩
口
=

b。)
、
自
治
体
が

需
給
の
合
致
と
効
率
性
の
た
め
に
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
を
多
元
化
さ
せ
る
が
、
サ

ー
ビ
ス
を
財
政
的
に
支
え
る
の
は
自
治
体
で
あ
る
と
い
う
と
い
う
方
針
を
と

っ

て
い
る
の
と
は
決
定
的
に
、異
な
っ
て

い
る
。

次
に
、
主
要
政
党
別
の

哨
九
九

〇
年
代
の
保
育
政
策
を
比
較
す
る
。
社
会
民

主
主
義
勢
力
が
強
い
市
で
は
保
守
勢
力
が
強

い
市
と
比
べ
て
税
率
が
高
く
、
保

育
料
金
が
少
な
い
傾
向
が
あ
る
。
ま
た
、

↓
九
九
九
年
現
在
、
単
身
の
親
の
保

育
料
金
が
低
い
方
か
ら
四
分
の

冖
以
内
に
当
た
る
市
の
う
ち
、
社
民
勢
力
が
強

い
市
は
六
四
パ
ー
セ
ン
ト
、.
保
守
勢
力
が
強
い
市
は
七
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ

っ
た
。

逆
に
、
同
じ
く
料
金
が
高
い
方
か
ら
四
分
の

一
の
市
で
は
、
五
六
パ
ー
セ
ン
ト

が
保
守
勢
力
、

一
七
パ
才
セ
ン
ト
が
社
民
勢
力
の
市
で
あ

っ
た
。
ま
た
、
二
〇

〇
〇
年
現
在
、
保
守
勢
力
の
強

い
市
の
う
ち
八
六
パ
ー
セ
ン
ト
が
公
立
以
外
の

保
育
園
を
持
つ
の
に
対
し
、
社
民
勢
力
の
強

い
市
で
は
六
八
パ
ー
セ
ン
ト
の
み

が
公
立
以
外
の
保
育
園
を
持

ウ

(bd
Φ
饋
ρ≦
ω冖
卿
Z
旨
Φお

b。0
2
"
卜。
δ
)。

.ベ
リ
ク
ヴ
ィ
ス
ト
ら
に
よ
る
と
、
保
育
園
蕉
子
ど
も
を
通
わ
せ
る
親
の
間
で

は
、
例
え
ば
単
身

の
親
と
カ

ッ
プ
ル
を
形
成
し
て
い
る
親
と
の
間
、
階
級
間
、

移
民
と
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
出
身
者
と
の
問

(切
奠
伽q
ρ
≦
ωけ
帥
Z
旨
興
αq
b。
OO
一"
N
O
O。
-

b。隷
)
な
ど
、
全
体
と
し
て

一
九
九
〇
年
代
に
保
育
分
野
で
の
平
等
は
高
ま

っ
た

と

い
う
。
そ
し
て

一
九
九
〇
年
代
に
生
じ
た
新
し
い
違

い
が
公
立
以
外

の
保
育

園
、
と
り
わ
け
親
協
同
組
合
保
育
園
に
子
ど
も
を
通
わ
せ
る
か
公
立
保
育
園
に

子
ど
も
を
通
わ
せ
る
か
と
い
う
違
い
で
あ
ゆ
、
こ
れ
が

一
九
九
〇
年
代
に
広
が

っ
た
保
育
の
質

の
格
差
の

一
因
で
あ
る
と

い
う

(切
奠
ひQ
ρ
≦
簿

卿

乞
旨

Φ
『ゆq

NO
O
一"
ミ
甲
ミ
①)
。

ス
ウ

ェ
ー
デ
ン
に
お
い
て
行
わ
れ
て
い
る
社
会
サ
ー
ビ
ス
提
供
の
多
元
化
は
、

選
択
の
自
由
と
効
率
性
を
高
め
る
こ
と
が
目
的
で
あ
る
。
こ
れ
は
元
来
、
社
会

サ
ー
ビ
ス
分
野
の
民
主
化
を
追
求
す
る
試
み
だ
が

〔趁
)、
実
際
に
は
消
費
者
と
し

て
の
市
民
を
育
て
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
と
い
う
批
判
が
し
ば
し
ば
な
さ
れ
る
。
.

ペ
ス
ト
フ
も
こ
う
し
た
批
判
を
共
有
し
、
社
会
サ
ー
ビ
ス
の
.市
場
化
を
進
め
る

の
で
は
な
く
、
社
会
的
企
業
を
通
し
た
社
会
サ
ー
ビ
ス
提
供
を
進
め
る
こ
と
を

提
案
す
る
。
社
会
的
企
業
を
通
し
た
祉
会
サ
ー
ビ
ス
提
供
に
よ
り
、
労
働
生
活

を
よ
り
豊
か
に
し
、
生
産
者
/
消
費
者
σ
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
を
実
現
し
、
公

共
セ
ク
タ
ー
の
効
率
性
お
よ
び
目
標
達
成
度
を
高
め
る
こ
と

(
ペ
ス
ト
フ
、
二

〇
〇
〇
、

一
四
-
二
六
頁
)
が

一
九
九
〇
年
代
の
ス
ウ

ェ
ー
デ
ン
の
経
験
か
ら
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可
能
で
あ
り
、
「こ
れ
に
成
功
す
れ
ば
、
内
側
か
ら
福
祉
国
家
を
再
生
」
(
ペ
ス

ト
フ
、
二
〇
〇
〇
、
三
〇
八
頁
)
す

る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
い
う
。

だ
が
、
単
純
に
そ
う
言
い
切
れ
る

の
だ
ろ
う
か
。
ま
ず
第

一
に
、
ナ
ッ
カ
の

事
例
か
ら
消
費
者
の
選
択
の
自
由
を
目
指
す
シ
ス
テ
ム
が
必
ず
し
も
選
択
の
自

由
の
み
に
寄
与
し
て
い
る
訳
で
は
な
・く
、
利
用
者
と
し
て
サ
ー
ビ
ス
の
変
更
を

求
め
る
と

い
う
形
で
消
費
者
の
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
を
実
現
し
て
い
る
こ
と
が

、

分
か
る
。
ま
た
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
の
方
も
サ
ー
ビ
ス
の
受
け
手

の
要
求
を
よ
り

重
視
す
る
シ
ス
テ
ム
に
な

っ
た
こ
と
に
よ
り
、
従
来
と
比

べ
て
市
当
局
か
ら
の

規
制
が
減
り
、
ペ
ス
ト
フ
の
言
う
生
産
者

の
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
が
実
現
し
て

.

い
る
。
そ
し
て
こ
れ
ら
を
通
し
て
コ
ス
ト
面
で
も
公
共
セ
ク
タ
ー
の
効
率
性
は

成
果
を
上
げ
て
い
る

(≦
曽
巨
ρ
三
ω
二

㊤
㊤㊤
)。
従

っ
て
、
市
場
原
理
を

一
部
採
ゆ

入
れ
た
社
会
サ
ー
ビ
ス
の
選
択
の
自
由
を
高
め
る
シ
ス
テ
ム
が

一
概
に
批
判
の

广
対
象
と
さ
れ
る
べ
き
で
は
な

い
だ
ろ
う
。
第
二
に
、
協
同
組
合
な
ど
社
会
的
企

業
を
利
用
す
る
イ

ェ
ム
ト
ラ
ン
ド
の
例
か
ら
、
社
会
的
企
業
を
通
し
た
.杜
会
サ

ー
ビ
ス
提
供
が
活
発
に
行
わ
れ
て
い
ゐ
か
ら
と

い
っ
て
必
ず
し
も
そ
の
地
域
で

社
会
サ
ー
ビ
ス
が
十
分
に
提
供
さ
れ

て
い
る
訳
で
は
な
い
と
い
う
事
情
が
見
て

取
れ
る
。
確
か
に
イ

ェ
ム
ト
ラ
ン
ド

で
も

「よ
り
豊
か
な
労
働
生
活
」
を
目
指

し
て
社
会
的
企
業
活
動
が
行
わ
れ
て

い
る
。
だ
が
そ
れ
は
第
二
節
で
見
た

「共

ノ

同
生
産
者
と
し
て
の
市
民
」
像
と
は
異
な

っ
て
い
る
。
あ
る
程
度
の
サ
]
ビ
ス

を
受
け
ら
れ
る
と

い
う
前
提
条
件
が
存
在
す
る
地
域
と
そ
れ
が
な

い
地
域
と
で

.は
社
会
的
企
業
が
地
域
杜
会
や
人
々
の
生
活
に
と

っ
て
持

つ
意
味
合
い
は
自
ず

と
異
な
る
で
あ
ろ
う
。

分
権
が
進
み
、
自
治
体
ご
と
に
多
様
な
サ
ー
ビ
ス
提
供
形
態
を
と
る
こ
と
が

可
能
に
な
る
と
、
政
治
に
よ

っ
て
各
地
域
の
サ
ー
ビ
ス
が
異
な

っ
て
し
ま
う
こ

と
が
危
惧
さ
れ
る
。
実
際
、
前
述
の
よ
う
に
社
会
民
主
勢
力
が
支
配
的
な
地
域

、と
保
守
勢
力
が
支
配
的
な
地
域
と
で
は
保
育
料
金
な
ど
で
違
い
が
生
じ
て
い
る
。

だ
が
他
方
で
全
体
と
し
て
は
、

一
九
九
〇
年
代
に
保
育
分
野
で
の
平
等
は
高
ま

っ
た
。
従

っ
て
、

「現
在
の
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
は
政
治
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
よ
っ
て

社
会
サ
ー
ビ
ス
が
存
続
を
左
右
さ
れ
る
ほ
ど
決
定
的
に
影
響
を
受
け
る
訳
で
は

な
い
と
考
え
ら
れ
る
ρ

以
上
の
こ
と
か
ら
、
福
祉
国
家
制
度
に
つ

い
て
考
察
す
る
際
に
、、
「地
域
」
と

い
う
要
素
を
考
慮
に
入
れ
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。.
社
会
学
お

よ
び
福
祉
国
家
論
で
は
「一
九
六
〇
年
代
末
以
降
、
先
進
諸
国
で
は
福
祉
国
家
制

度
が
あ
る
程
度
の
成
功
を
お
さ
め
て
曲豆
か
な
社
会
が
実
現
し
、
そ
れ
ま
で
代
表

さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
市
民
の
声
が
上
が
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
と
言
れ
れ
る
が
、

逆
に
過
疎
地
域
な
ど
で
は
同
じ
時
期
に
福
祉
国
家
政
策
の
影
響
で
過
疎
化
が
進

み
内
社
会
サ
ー
ビ
ス
、
労
働
な
ど
生
活
に
密
接
に
関
わ
る
部
牙
の
衰
退
が
顕
著

と
な

っ
て
い
る
。
従
来
、
福
祉
国
家
論
で
は
性
別
、
年
齢
、
収
入
、

エ
ス
一一
シ

テ
ィ
、
家
族
形
態
、
障
害
の
有
無
な
ど
を
指
標
に
考
察
を
進
め
て
き
た
が
、
こ

れ
ら
の
要
素
だ
け
で
は
考
察
し
き
れ
な
い
状
況
が
明
ら
か
に
な

っ
て
い
る
の
で

は
な
い
か
と
思
う
。

こ
の
よ
う
に
論
じ
た
か
ら
と
い
っ
て
社
会
的
企
業
を
通
し
た
社
会
サ
」
ビ

㌔ス

提
供
の
意
義
を
否
定
し
て
い
る
訳
で
は
な
い
。
ペ
ス
ト
フ
の
研
究
か
ら
明
ら
か

」
な
よ
う
に
、
社
会
的
企
業
を
連
し
た
社
会
サ
ー
ビ

ス
提
供
に
よ

っ
て
労
働
生
活

の
曲豆
か
さ
と
サ
ー
ビ
ス
提
供
の
効
率
性
を
共
に
高
め
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
の

は
事
実
で
あ
る
し
、
過
疎
地
域
の
協
同
組
合
を
通
し
た
地
域
活
性
化
の
試
み
は
、

スウェーデ ンにお ける分権 の新展 開277



七
ば
し
ば
女
性
の
起
業
へ
結
実
す
る
な
ど
都
市
圏
と
は
異
な
る
現
象
が
見
ら
れ
、

建
設
の
過
程
で
資
本
や
労
働
力
や
権
力
の
集
中
を
進
め
て
き
た
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

福
祉
国
家
の
新
た
な
動
き
と
し
て
注
目
に
値
す
る
。

結
び
に
代
え
て

本
論
文
で
は
ス
ウ

ェ
ー
デ
ン
の
社
会
サ
ー
ビ
ス
提
供
を
例
に
考
察
を
進
め
て

き
た
。
行
政
の

一
元
的
な
社
会
サ
ー
ビ
ス
提
供
か
ら
社
会
サ
レ
ビ
ス
の
提
供
主

体
の
多
元
化

へ
と
制
度
が
変
化
し
て
ゆ
く
様
子
を
整
理
し

(第
1
節
)、
分
権
を

.

促
す
存
在
で
あ
り
分
権
に
よ

っ
て
生
ま
れ
た
存
在
で
あ
る
参
加
す
る
市
民
の
出

現

(第
2
節
)
と
、
そ
の
不
可
避
性

(第
3
節
)
を
指
摘
し
た
。
だ
が
分
権
社
.

・
会
に
お

い
て
は
参
加
す
る
市
民
の
実
態
は
自
治
体
ご
と
に
様
々
で
あ
り
、
福
祉

国
家
を
論
じ
る
に
当
た

っ
て

「地
域
」
と

い
う
要
素
も
考
慮
に
い
れ
る
べ
き
な

、

の
で
は
な
い
か
と
最
後
に
問
題
提
起
し
て
終
わ

っ
た

(第
4
節
)
。

一
九
九
〇
年
代
以
降
に
顕
著
と
な

る
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
分
権
社
会
は
、
福
祉

ミ
ッ
ク
ス
と

い
う
先
進
諸
国
共
通

の
特
徴
を
有
し
て
お
り
、
こ
の
傾
向
自
体
は

変
わ
ら
な

い
で
あ
ろ
う
。
ま
た
参
加
す
る
市
民
と
い
う
傾
向
も
続
く
と
思
わ
れ

る
。.
こ
れ
ら
新
し
い
動
き
が
重
な

っ
た
と
こ
ろ
で
地
域
格
差
が
顕
在
化
し
た
。

元
来
、
ス
ウ

ェ
ー
デ
ン
福
祉
国
家
は
す
べ
て
の
人
の
生
活
レ
ベ
ル
を
上
げ
、
ラ

.

イ

フ
チ
ャ
ン
ス
を
平
等

に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。.
そ
れ

な
の
に
な
ぜ
、
地
域
ご
と
に
格
差
が
生
ま
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
「地
域
」
と

い

う
要
素
を
考
慮
に
い
れ
な
が
ら
、

ス
ウ

ェ
ー
デ
ン
福
祉
国
家
制
度
を
考
察
す
る

こ
と
を
通
し
て
、
今
後
、
ス
ウ

ェ
ー
デ
ン
福
祉
国
家
制
度
が
持

つ
特
徴
を
明
ら

か

に
し

て

ゆ
き

た

い
。

注(1
)

ス
ウ

ェ
ー
デ
ン
で
は

一
八
六
二
年

に
制
定

さ
れ
た
地
方
自
治

に
関
す
る
諸
原

則

に
よ
り

、
地
方

自
治
体
は

「共
同
的

な
秩

序
お
よ
び
経
済
運

営
に
関
わ

る

必
要
事
項
」
を
扱
う

一
般
的
権
利
を
得

、
こ
の
原
則
自
体
は

現
在
ま

で
生
き

続
け

て

い
る
。

だ
が
当
時
は
自
治
体

が
扱
う

こ
と

の
で
き

る
内

容
は
、
自
治

体

の
全
構
成
員

の
利
害

に
関
わ

る
内
容

で
あ

る
必
要
が
あ
り

、
国

の
行

政
機

盟

の
承
認

を
得

る
必
要

が
あ

る
な
ど

、
現
在

と
比

べ
て
制
限

が
強

か

っ
た

(グ
ス
タ
フ
ソ
ン
、
二
〇
〇
〇
、
八
八
-
九

一
頁
)
。

(2
)
移

転
的

支
出
全
体

の
割
合
だ
け

で
は
な
く
、
プ

ロ
グ

ラ
ム
構

成
ご
と

の
割
合

も

一
九

八
○
年

代
末
ま

で
ほ
ぼ

一
定

で
あ

る
。
な
お
、

こ
こ
で
対
象
と

な

っ

て

い
る
プ

ロ
グ

ラ
ム
は
、
基
礎
年
金

、
付
加
年
金

、
住
宅
扶
助

、
.傷

病
手
当

、

両
親
保
険
、
労
災
保
険
、
児
童
手
当
、
失

業
保
険

な
ど
で
あ

る
。

(3
)
・
個
別
法

と
は
、
学
校
法
、
保
険
医
療
法

、
衛
生
法
、
防

災
お
よ
び
災
害
救

助

法

、
現
境
保
護
法
な
ど
個
別
領
域

に
お
け
る
基
準
を
定

め
た
全
国

レ
ベ
ル
の

法
律
を
指
す
。

(
4
)
た
だ
し
、
自
治
体

へ
求

め
ら
れ
る
能
力

の
変
化

は
漸
次

的
に
生
じ

る
も

の
で

あ
り
、
特

に

一
九

八
○
年
代
か
ら

一
九
九
〇
年
代

へ
の
移
行
は
そ
う

で
あ
る
。

実
際
、

一
九
八

○
年
代
半
ば

に
社
会
サ

ー
ビ

ス
提
供

に
お
け

る
公
的

セ
ク
タ

ー

の
独
占
を
制
限
す

る
方
向

で
幾

つ
か

の
調
整

や
提
案

が
な
さ

れ
た
。
だ
が

大
部
分
は
実
施

さ
れ
な
か

っ
た
と

い
う

(
ペ
ス
ト

フ
、

二
〇
〇

〇
)
。

一
九
九

〇
年
代

の
地
方
自
治
法

改
正
で
社
会
サ

ー
ビ

ス
多

元
化

へ
の
条

件
が
整
備
さ

れ
た
点

と
実
際

に

一
九
九

〇
年

代

に
多
元
化

が
急
速

に
進
展

し
た
点

か
ら
、

一
九
八
○
年
代

を

「提
供
主
体
」
、

一
九
九

〇
年
代
を

「責
任
主
体
」
と
特
徴

付
け
た
。
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'.

(
5
)
本
論
文

の
主
題
と
億
少

し
ず
れ
る
が
、

ス
ウ

ユ
ー
デ

ン
で
は
女
性

の
半
数

が

公
的

セ
ク
タ
ー

に
雇
わ

れ
、
中

で
も
社
会

サ
ー
ビ

ス
提
供

の
現
場
職
員
と

し

て
働
く
者

の
割
合
が
高
く

(ω
O
HW

b◎
O
O
O
げ
㎝戯
ー㎝
刈
)
、
協
同
組
合
型
保
育
園

で

働
く
職
員

の
九

五
ー

一
〇

〇
%
が
女

性

で
あ

る
こ
と
を
考
え

れ
ば

(
ペ
ス
ト

フ
、
二
〇
〇
〇
、
三
〇
七
頁
V
、
協

同
組
合
を
通

し
た
社
会
サ
ー
ビ

ス
提
供
は
、

女
性

の
労
働
生
活

の
充
実
と

い
う
側
面
か
ら
も
注
目
に
値
す

る
。

、(6
)
・
ペ
ス
ト

フ

(
二
〇
〇

〇
、

二
七

一
頁
)
と
、

二
〇
〇

一
年
九
月
に
訪
問
し
た

.

エ
ス
キ

ル
ス
チ

ュ
ナ
市

の
職
員
協

同
組
合
保
育
園

(切
田
『
コ
①
旨
ω
閃
α
『
ω評
O
一四
)

で

の
聞
き

取
り
調
査
よ
り
。

(7
)

出
所

ぎ

9

"＼
＼
蚕

亳

辷
ω評
.ω8
。
臣

。
一ヨ
・ωΦ
よ
与
。

(8
)
当
蒔
、
女

性
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト

の

一
人
は
、
、物
事
を

共
に
行

い
、
自
尊
心
を
高

め
、
人
間

と
し

て
成

長
す

る
こ
と
が

、
少
な
く

と
も
仕
事

と
同
じ
く
ら

い
、

女
性

の
生
活
ど

い
う
観

点
か
ら
は
重

要
で
あ
る
。
だ

が
、
ポ

イ
ン
ト
は
こ
れ

ら

の
事

柄
は
切
り

離
す
ご
之
が

で
き

な

い
と

い
う
点

で
あ
り

、
私
達

の
プ

ロ

ジ

ェ
ク
ト

は
女
性

の
生
活
全
体
を
対
象
と
す

る
」

(カ
α
5
P
σ
一〇
ヨ

一り
O
刈
"
一〇
N
)

と
発
言
し

て
い
る
。

.

(
9
)

ス
ウ

ェ
ー
デ
ン
で
は
社
会

サ
ー
ビ

ス
を
市
場
原
理

で
も
家
族
原
理

で
も
な
く
、

一
貫

し

て
公
的

責
任

で
提
供

し
よ
う

と
さ
れ

て
き

た

(
エ
ス
ピ

ン
レ
ア
ン
デ

、

.
ル
セ
ン
、

二
〇
〇
〇
)
。
現
在
も

ス
ウ

ェ
ー
デ
ン
で
は
社
会
サ
ー
ビ

ス
を
提
供

面

で
ア
ウ
ト

ソ
ー

シ
ン
グ
す
る
も

の
の
、
社
会

サ
ー
ビ

ス
の
.最
終
責
任

は
公

的
セ
ク
タ
ー
が
負

う
と

い
う

姿
勢
を
崩

し
て
い
な

い
。

(Ol
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ナ

ッ
カ
市

の
幾
人
か

の
穏
健

党
議
員

の
間

で
は
、
既

に

一
九
七
六
年

に
消
費

者
選
択
シ

ス
テ
ム
の
原
形
が
提
起
さ
れ

て
い
た
と

い
う

(芝

普
一ρ
巳
ω
二

㊤
O
鱠

.
一
一
)
。

 (11
)
消
費
者
と

し
て
で
は
な
く

、
サ
ー
ビ

ス
の
受
け
手
と

し

て
逃
サ
ー,
ビ

ス
提
供

主
体

ヘ
サ
ー
ビ

ス
の
改
善
要
求
を
出
す
と

い
う

形
で
の
影
響
力
行
使
を
指
す
。

、
「
発
言
/
退
出
」

の
概
念

で
は
、

「発
言
」

に
当
た
る
。

.

(12
)
.た
と
え

不
満
が
あ

ろ
う
と
も
決

め
ら
れ
た
サ
」
ビ

ス
を
受

け
る
と

い
う

立
場

か

ら
人

々
を
解
放
す
る
手
段

で
あ
り

、
そ
れ

に
伴

っ
て
増
大

す

る

コ
ス
ト
を

抑
え
る
た
め
の
手
段
と
考
え
ら
れ
る
。
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      New Stage of Decentralization in Swedish Welfare State 

                              Miho OTA 

         Naw in Sweden each municipality has their own welfare-providing system. 

         Why did Sweden change her attitude in welfare providing in 1990s? In Sweden like other advanced 

       industrial countries there were great varieties of lifestyles' and people wanted to decide which service 

      they took. And of course they faced financial difficulties at the beginning of 1990s.. 
         But is it good enough to explain the changes in the Swedish welfare state? In this article I pay 

       attention to the decentralization in welfare providing and the new small cooperatives as a welfare 

      provider. And it shall be shown that Swedish welfare state had no alternative but to change into the 

      plural welfare-providing system by sketching that the services which policy-makers had decided had 

      been different from the needs of people. 

      Key Words 

       swedish welfare state, decentralization, cooperative, welfare providing, unproportioned development 
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